
大気市民モニタリング（試行）の実施状況 

１．スケジュール（予定） 

（参考）市への報告時期 

報告対象のデータ 期 限 

調査開始日から 

２０１８年８月１５日（水）までのデータ 
２０１８年８月３１日（金） 

２０１８年８月１６日（木）から 

２０１８年 1１月１５日（木）までのデータ 
２０１８年１１月３０日（金） 

２０１８年１１月１６日（金）から 

２０１９年２月１５日（金）までのデータ 
２０１９年２月２８日（木） 

２０１９年２月１６日（土）から 

２０１９年５月１０日（金）までのデータ 
２０１９年５月３１日（木） 

２．新規公募の結果 

 次の広報を実施し、４２グループから応募がありました。

 ・広報なごや４月号への掲載

・市ウェブサイト、名商 eco クラブウェブサイト、各種メールマガジンへの掲載

・区役所、支所、図書館、生涯学習センター等へのチラシ配架

・水質環境目標値モニター、環境大学、市内中学校・高校へのチラシ送付

参 加 者 の 公 募
２０１８年 

４月１日～ 

20 日 

説 明 会 の 開 催 ４月28日 

調査に当たっての準備 ４月29日～ 

５月 13 日 

調 査 開 始 ５月14日～ 

調 査 結 果 の 報 告

※ ３ か 月 に １ 回

８月、11月、 

２月、５月 

末日 

中 間 報 告 会 の 開 催 12 月 

調 査 終 了

２０１９年 

３月 

成 果 報 告 会 の 開 催 ６月 

部 会 で の 審 議

部 会 で の 審 議

５月中旬 

５月 

参考資料２



３．説明会の開催 

（１）日時 ２０１８年４月２８日（土）午前１０時～１１時１５分

（２）会場 愛知県産業労働センター（ウィンクあいち） 会議室１１０３（１１階）

（３）内容

 ① ＜基調講演＞名古屋の大気汚染について 講師：環境科学調査センター主任研究員

大気汚染物質に関する基礎知識や、名古屋の大気汚染の状況について解説

 ② 大気市民モニタリング（試行）の調査方法について 講師：大気環境対策課職員

目標物の選び方や評価の方法、市への報告事項について、マニュアルに基づき説明

（４）参加グループ数 ２１グループ

説明会の様子 

【参考】応募しようと思ったきっかけ（アンケート結果）の回答例 

・住んでいる地域の環境がどの程度なのか知りたかったから

・北京と上海に行ったときに、恐らく空気汚染のため、体調不良に悩まされ、空気の大切

 さを知ったから

・大気汚染について学ぼうと思った。少しでも環境に貢献できればと思ったから

・退職して時間があり、何か少しでも世の中のためになることを常に探しており、何とか

 できそうな調査と思ったから

・普段から、外を眺めることが多く、天気や季節でずいぶん空の様子が違うので、記録す

 ることに興味を持ったため

・大気汚染の問題は、誰にとっても心配事の一つだと思う。市民レベルでは全くどうにも

 ならない。行政に頼るしかないのだが、こういったモニタリングに参加して、何か良い

情報を得られたら良いと思ったから

・水の汚れに興味を持ち長年活動しているが、大気の汚れも注意してみようと思ったから

・生徒の課外活動として、ほぼ毎日、雲の観測とＮＯ２量の測定を行っており、「視程」を

  観測項目の中に含める検討をしていたから

・子供に環境について興味をもってもらいたい。１つの事をコツコツやりとげてほしいと

 思ったから


